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１．概要（Summary） 

亜鉛-空気二次電池は低コストで高いエネルギーを持

つ有望な蓄電池であるが、放電時に絶縁性の酸化亜鉛

が析出するすることで可逆性の低下を引き起こしてしまう

ことが問題となっている。そこで本検討では亜鉛を電析後、

溶液条件を変えて放電を行い、形態の比較を試みた。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

インラインモニター用 超高分解能電解放出型 走査電

子顕微鏡（SU8240） 

 

【実験方法】 

 Table 1の浴条件、-5 mA cm-2で 100秒間の電析を

行い、亜鉛薄膜を形成する。その後、Table 2の浴条件、

+2 mA cm-2で放電を行うことで酸化亜鉛を析出させ、そ

の形態を観察する。 

KOH 6 M

ZnO 0.4 M

表1 電析浴条件

  

KOH

ZnO

2 M

0.06 M, 0.01 M

表2 放電浴条件

 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

放電後の形態はZnO濃度に関わらず粒上の析出が観

察された。粒の大きさを比較すると、Fig. 1 に示すように

ZnO濃度が高いほど細かくなることが確認された。 

 

 

 

 

 

Fig.1 SEM images of substrate morphology after 

discharge (1) 0.01 M ZnO, (2) 0.06 M ZnO 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし。 

 

６．関連特許（Patent） 
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Table 1 Electrodeposition condition 

Table 2 Discharge bath condition  


